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第 11回（2026年度）認定管理栄養士・認定栄養士の認定にかかる審査の実施要項 

 

１．認定にかかる審査の手続きについて 

 

 目的 

 

この要項は、認定管理栄養士並びに認定栄養士の制度に関する規則に定める認定を行うため、2026

年度における手続きについて定める。 

なお、今後、運用については順次改訂をしていくこととする。 

  

２．認定の流れ 

 

認定管理栄養士・認定栄養士の認定にかかる審査は、①申請書類の確認：資格審査（書類審査）、 

②一次審査（オンライン試験）、③二次審査（事例報告の考査）により合否を判定します。 

日 程 申請者 都道府県栄養士会 日本栄養士会 

2026 年 

１月 

・「認定にかかる審査の実施

要項」の確認、申請準備 
 

・「認定にかかる審査の実施要項」

の掲載（日本栄養士会雑誌、日本

栄養士会 HP） 

2026 年 

４月６日（月）～ 

４月 20 日（月） 

・審査に必要な書類の提出 

・審査料の振込 

※オンライン申請 

・申請者リストの受理 

・申請書類の確認：資格審査（書

類審査） 

・審査料振込の確認 

５月予定 

・資格審査（書類審査）の 

結果受理 

・受験案内の受領 

・資格審査（書類審査）結果 

・リストの受理 

・キーワード集の掲載（日本栄養

士会 HP） 

・受験案内送付 

６月 28 日（日）  一次審査（オンライン試験）   

７月下旬予定 ・一次審査合否の結果受理 ・一次審査合否結果受理 ・一次審査合否判定 

８月～12 月   二次審査（事例報告の考査） 

2027 年 

１月下旬予定 
・二次審査合否の結果受理 ・二次審査合否の結果受理 ・二次審査合否判定 

２月下旬 
・認定登録手続き（認定料の

振込） 

・認定管理栄養士・認定栄

養士の認定者リストの受理 

・認定料振込確認 

・認定管理栄養士・認定栄養士の

認定、名簿への登録 

４月１日 ・認定証の受理  ・認定証の交付 

６月予定 ・第 11 回認定管理栄養士・認定栄養士の公表 

2031 年 資格の更新  更新審査 

→ その後、５年ごとに更新 
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３．審査のための申請資格 

 

認定管理栄養士・認定栄養士の審査を申請する者は、2026 年３月末日時点において、次の各項に定

める資格をすべて満たしていることが必要です。 

※審査申請資格を有していることが確認できない場合、申請を受け付けることはできません。 

 

① 日本国の管理栄養士・栄養士の免許を有していること。 

 

② 管理栄養士・栄養士としての実務経験が積算５年以上であること。 

 

③ 基幹教育において 2021 年度から 2025 年度の間に 60 単位以上の単位を取得していること。 

基本研修で 30 単位（うち必須 20 単位）、実務研修で 30 単位（臨床栄養分野は 40 単位）以上の単

位を取得していること。 

※単位付与を認めた他団体での研修会参加は、実務研修単位に含め、15 単位（臨床栄養分野は

20 単位）を上限とします。 

※認定申請する分野において 5 年以上の実務経験のある者は、基幹教育の単位に加え自己研鑽に

よる単位の取得が可能です。詳細は p.３をご確認ください。 

 

④ 受講した研修や日々の業務より、年に１テーマ以上のキャリアシートを作成していること。 

※ 2022 年度にキャリアシートの様式を変更しています。2022 年度以前に作成された旧様式の

キャリアシートを含む場合は、年５テーマ以上の提出が必要です。詳細は p.３をご確認くだ

さい。 

 

⑤ 申請する分野の「栄養の指導」に関する学会等（地方会、研究会も含む）での発表を１回以上、

かつ学会に３回以上参加していること。 
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４．審査のための申請書類（オンライン申請） 

 

日本栄養士会にて審査資格の有無を判定します。 

 

＜申請登録事項＞ 

・氏名、住所、勤務先等の会員情報 

・養成校卒業後の履歴（実務経験がわかるよう記載） 

・認定を申請する分野の自己評価表（概ね「Ⅲ」であること）p.９参照 

 

＜アップロードする申請書類等＞ 

申請画面を確認の上、以下の書類をアップロードしてください。 

 

（１）管理栄養士または栄養士免許証の写し 

   認定を希望する資格区分の免許証（写し）を提出すること。 

なお、管理栄養士の資格を有する者は認定管理栄養士とし、栄養士の資格のみを有する者は、

認定栄養士とする。 

 

（２）キャリアシート（p.10） 

合計５枚以上提出すること。（１年に１テーマを目安） 

※2022 年度にキャリアシートの様式を変更しています。2022 年度以降の記録は、新様式にて

１年に１テーマ以上として提出してください。2022 年度以前に作成の旧様式のキャリアシ

ートを含む場合は、１年に５テーマ以上を目安に必要枚数を提出してください。 

 

（３）基幹教育（60 単位以上、臨床栄養分野は 70 単位）単位取得の記録 

2021 年度から 2025 年度の間として、以下の A①、A②がわかるものを提出すること。 

なお、認定を申請する分野において 5 年以上の実務経験のある方は A②に代わり、B②がわか

るものの提出を認めます。 

 

A①：基本研修項目で「必須」と定められている講座 20 単位を含め、基本研修で取得した単位

の合計が 30 単位以上 

A②：実務研修で取得した単位の合計が 30 単位以上（臨床栄養分野は 40 単位以上） 

※単位付与を認めた他団体での研修会参加は、実務研修単位に含め、15 単位（臨床栄養分

野は 20 単位）を上限とします。 

B②：実務研修もしくは自己研鑽による単位 30 単位以上（臨床栄養分野は 40 単位以上） 

   ※単位付与を認めた他団体での研修会参加は、実務研修単位に含め、15 単位（臨床栄養分

野は 20 単位）を上限とします。 
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＜自己研鑽による単位の換算方法＞ 

内 容 単 位 

学会参加（参加証の写し） 

（地方会、研究会、各都道府県の栄養改善学会等も該当） 
２単位 

学会・研究会での発表（抄録の写し） 

（ポスター発表・全国栄養士大会での示説発表も該当） 

発表者 10 単位 

連名２単位 

講演会・研修会の講師（プログラム・委嘱状の写し） １講演５単位 

大学での非常勤講師（本務者は除く）（シラバスの写し） １科目５単位 

シンポジスト・パネリスト・座長 ５単位 

学術論文 ※査読付き（写し） 
筆頭 30 単位 

共著５単位 

実践報告 ※査読付き（写し） 
筆頭 15 単位 

共著２単位 

機関誌、本、雑誌等 ↓以下に分類 

雑誌（写し） ※コラムや感想など 2000 字以下は対象外 
筆頭 10 単位 

共著２単位 

著書（写し） 

（「章」を単独で担当している場合も該当） 
筆頭 20 単位 

 

※基幹教育（基本研修・実務研修）の取得単位数は、日本栄養士会ホームページのマイページ

内、「会員メニュー」＞「生涯教育単位」＞「基本研修単位の確認」および「実務研修単位の

確認」からご確認いただけます。 

※上記でご確認いただける取得単位と、新しい研修管理システム（manaable）での取得単位

をあわせた申請も可能です。 

  ※取得単位数が要件に満たない場合、2026 年 12 月末までの取得見込みとして申請が可能で

す。その場合は、申請書類とあわせて「2026 年生涯教育研修会受講計画書（任意様式）」を

作成し、提出してください。 

 

（４）認定を申請する分野の「栄養の指導」に関するテーマの事例報告（認定管理栄養士申請者のみ） 

申請する分野に必要な事例数を提出すること。 

※様式は、日本栄養士会ホームページからダウンロードしてください。 

 https://www.dietitian.or.jp/career/generalist/documents/ 

※なお、個別の事例報告に際しては、所属長あるいは対象者の許可を得てください。 

 

【３事例提出する分野】 

「臨床栄養」「健康・スポーツ栄養」「地域栄養」 

【２事例提出する分野】 

「学校栄養」「給食管理」「公衆栄養」「福祉栄養（高齢・障がい）」「福祉栄養（児童）」 

https://www.dietitian.or.jp/career/generalist/documents/
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※「認定栄養士」として申請をする方は事例報告の提出は必要ありません。管理栄養士免許取

得後に「栄養の指導」に関する事例報告・レポートを提出し、審査に合格することで「認定

管理栄養士」として認定します。 

 

（５）認定を申請する分野の「栄養の指導」に関する学会発表の記録（抄録・講演要旨の写し） 

※必ず公に配布（作成）された抄録集（要旨集）の写しを提出してください。個人が提出用に

保存している内容の提出は記録として認めません。 

 

（６）参加した学会の参加証の写し 

 

５．審査申請書類の提出 

 

（１）受付期間 

   2026 年４月６日（月）～４月 20 日（月） 

※受付期間内に申請を完了してください。 

※受付期限の過ぎた審査申請書類は受け付けられません。 

※審査申請書類に不備がある場合は、審査は受けられません。 

 

（２）提出方法 

  日本栄養士会ホームページの「マイページ」よりオンラインによる提出 

 

 ＜日本栄養士会ホームページ「マイページ」からの提出方法＞ 

a．日本栄養士会ホームページよりログインします。 

b．マイページの「会員メニュー」内、「資格」から「認定・更新の申請」をクリックすると、資

格申請ページへ移動します。 

  

 

c．「各種手続き」から「認定管理栄養士・栄養士」の申請を進めてください。 

６．審査料の支払 
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（１）審査料：22,000 円（税込） 

なお、（公社）日本栄養士会の会員以外の方は 55,000 円（税込）となります。 

  

（２）支払方法 

クレジットカード決済 

オンライン申請の各登録完了後、決済画面に遷移します。 

 

（３）注意事項 

・支払いに係る手数料は申請者の負担となります。 

・万が一、提出書類の不備等により、審査が受けられなくなった場合には、既納の審査料は事務

手数料を差引かせていただいた上で、返金（振込手数料は申請者負担）します。ただし、手続

きに数か月かかることをご了承ください。 

・審査料を支払い後、自己都合により審査を辞退した場合は、既納の審査料は返還しません。 

 

７．資格審査（書類審査）結果の通知について 

 

資格審査（書類審査）結果の通知：2026 年５月予定 

※提出していただいた書類を審査した後、「資格あり」と判定された場合は５月を目途に申請者

へ日本栄養士会事務局より一次審査（オンライン試験）について案内します。 

 

８．一次審査（オンライン試験） 

 

（１）日時：2026 年６月 28 日（日） 13：00～14：00（受付 12:00～）予定 

 

（２）形式 

オンライン 

※全体の申請者数により、試験時間を調整します。試験の詳細は、申請者本人へ連絡します。 

 

（３）試験内容 

    四肢択一 60 分 

    基本研修：20 問 

    認定分野：30 問  計 50 問 

 

（４）出題について 

出題範囲は、管理栄養士・栄養士のミニマムスタンダードを問う基本問題と、各分野の到達目

標について単独で実践できるレベル（Ⅲ）相当の知識や技術を評価する問題となります。 

※各認定分野におけるキーワード集を、日本栄養士会ホームページに掲載しておりますので参

考にしてください。 

（５）当日に必要な機器類及び書類 

   ・Web カメラとマイクの環境が整った、ノート PC またはデスクトップ PC 
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   ・イヤホン、ヘッドホンまたはヘッドセット 

   ・インターネット環境 

    ※その他、詳細は、受験案内時に申請者本人へ連絡します。 

 

（６）注意事項    

    受験の遅刻は、原則、認めません。 

    

（７）合否結果の通知について 

一次審査（オンライン試験）の合否結果は、ご本人へ７月下旬（予定）に通知します。一次審

査合格者は、提出済の事例報告の考査に入ります（二次審査）。 

なお、一次審査不合格者は、審査は不合格となります。次年度以降、同様の流れで新たに認定

審査申請の手続きを行ってください。 

 

９．二次審査（事例報告の考査） 

 

（１）審査方法について 

申請時に提出された事例報告（各分野指定枚数）を、12 月末までに事例考査委員が審査します。 

 

（２）審査結果の通知について 

審査結果は、2027 年１月末まで（予定）にご本人に通知します。なお、二次審査合格者に

は、同時に認定登録の案内をします。 

 

（３）再審査について 

二次審査（事例報告の考査）不合格者は、翌年１回のみ一次審査（オンライン試験）が免除さ

れ、事例報告の再審査を受けることができます。二次審査結果通知時に同封される審査内容を

確認し、所定の期限までに日本栄養士会へ事例報告を提出してください。再審査の受付につい

ては、結果通知時に案内します。 

 

  再審査料：11,000 円（税込） 

    なお、（公社）日本栄養士会の会員以外の方は 27,500 円（税込）となります。 

 

10．認定登録、認定証の交付 

 

（１）認定登録の手続きについて 

審査結果に同封される案内に従い、手続きを行ってください。 

認定料の振込期限：2027 年２月末日（予定） 

※認定料の振込期限は、審査の状況により変更となる可能性があります。詳細は、審査結果に

同封される案内をご確認ください。 

 

（２）認定料：22,000 円（税込） 
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なお、（公社）日本栄養士会の会員以外の方は 55,000 円（税込）となります。 

認定料の振り込みをもって、認定登録の手続きが完了となります。 

 

（３）振込方法 

詳細は、審査結果に同封される案内をご確認ください。 

 

（４）注意事項 

・既納の認定料はいかなる理由があっても返還いたしません。 

・払込手数料は申請者が負担してください。 

 

（５）認定証の交付 

認定料の振り込み確認後、認定証を交付します。 

 

 （６）認定者名簿の公表 

    認定者は、日本栄養士会雑誌および日本栄養士会ホームページに掲載します。 

 

11．その他申請に関する事項 

 

（１）審査に関する情報開示 

試験問題およびその解答、認定にかかる審査委員等については、一切公表しません。また、個

人の試験得点の開示も行いません。 

 

（２）個人情報保護方針 

「公益社団法人日本栄養士会 個人情報の保護に関する基本方針」に準じます。 

 

（３）問合せ先 

審査・申請等に関するお問い合わせは下記のＥメールにて受け付けます。 

 

 

※なお、緊急を要する場合には、電話で下記までお問い合わせください。 

電話番号 日本栄養士会事務局（生涯教育担当）03-5425-6555 

受付時間 月曜日〜金曜日（祝日を除く）9：00～12：00／13：00～17：45 

  

公益社団法人 日本栄養士会 生涯教育担当 shougai-kyouiku@dietitian.or.jp 

mailto:shougai-kyouiku@dietitian.or.jp
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生涯教育到達レベルのチェック（申請画面イメージ） 
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キャリアシート（新様式：2022年度～） 

 

会員番号  氏名  職域  経験年数   年 

現在の自分（今どんな業務をしているか？どのくらいのレベルか？） 

 

将来（理想）の自分（なりたい姿、こんな管理栄養士・栄養士になりたい）キャリアプラン参考 

1年後： 

2年後： 

3年後： 

今年度の目標・達成すべきゴール 

（理想の自分と現在の自分のギャップが課題であり、解消する手段が目標となる） 

取得したい分野の到達目標から選択 

1． 

2． 

3． 

目標達成のための具体的な研修計画と達成状況 

1. 研修名                     受講日：  年   月   日 

2. 研修名                     受講日：  年   月   日 

3. 研修名                     受講日：  年   月   日 

4. 研修名                     受講日：  年   月   日 

5. 研修名                     受講日：  年   月   日 

 

今年度の振り返り                 記入日   年   月   日 

目標達成状況 

 

 

 

研修で学んだこと 

 

 

 

実践の場で役に立っ

たこと・効果があった

こと 

 

最も頑張ったこと 

 

 

 

目標達成できなかっ

たこと・来年度の課題 

 

＊日本栄養士会ホームページからダウンロードできます。また、この様式を参考に、各自で作成すること

もできます。ただし、指定の項目は全て入れてください。 
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基幹教育の単位取得の記録（イメージ） 

 

＜基本研修＞ 
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基幹教育の単位取得の記録（イメージ） 

 

＜実務研修＞ 
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申請する分野の事例報告（例） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


